
平成20年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月28日（土） 正午から開催

◎会　　場　レストランアラスカ（内幸町・日本プレスセンター10Ｆ）

◎担当年次　33回・43回・53回・63回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［33回アルバムより　教職員の方々］

ああ見よ鳥海七千餘尺

虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児

六百並んで高きに向ふ

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校
★題字・高橋大乗(21回卒)／題字の色はスクールカラー

第28号
発行

平成２０年５月１５日

最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん

上段左から、矢野昭三、若生茂、佐藤慶治郎、佐藤直吉、小山松勝一郎、富樫敏郎、花屋馨、佐藤豊太、堀五十治、佐藤善一、高山菊司、佐藤一昭
藤井サカミ、高橋節子、和根崎正作、伊藤次郎、相馬清一、芦野茂喜、斉藤力、橘浩示、富樫実、佐々木金三、高橋末夫
水口美恵子、富樫節子、平野ツネ子、石川不二、岩渕勝郎、斉藤重蔵、渡部信治郎、鳥海俊士、佐藤竹松、菅原良吉、黒井敬子、真嶋良弥、高橋信吉
安達正、松浦謙三、高橋正雄、相蘇敏夫、秋沢猛、高橋元良、上野伊栄太、成沢平吾、松沢道彦、阿部義一、平田亨、里内直次
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事業報告・19年度決算・20年度予算案・新役員候補

平
成
一
九
年
度

一
、
総
会
・
懇
親
会

○
平
成
一
九
年
六
月
一
六
日
（
土
）

○
内
幸
町
・
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル

（
イ
ベ
ン
ト
・
佐
々
木
亜
希
子
）

○
出
席
者：

一
一
七
名

（
会
員
一
〇
五
名
、
来
賓
一
二
名
）

二
、
平
成
一
九
年
度
亀
城
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
出
席

○
平
成
一
九
年
一
一
月
一
七
日
（
土
）

○
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

三
、
他
校
同
窓
会
総
会
な
ど
出
席

○
東
京
有

会
（
酒
田
西
高
）

○
如
松
同
窓
会
（
鶴
岡
北
高
）

○
東
京
み
や
ま
ち
ど
り
会
（
庄
内
総
合
高
）

○
紫
紺
会
（
酒
田
商
高
）

○
ふ
れ
あ
い
酒
田

四
、
拡
大
理
事
会
・
会
務
執
行
理
事
会
な
ど

○
会
計
監
査
　

平
成
二
〇
年

四
月
　
五
日

○
拡
大
理
事
会

平
成
一
九
年

四
月
一
四
日
（
土
）

○
会
務
執
行
理
事
会

平
成
一
九
年

四
月
一
四
日
（
土
）

平
成
一
九
年

六
月
　
二
日
（
土
）

平
成
一
九
年

七
月
　
七
日
（
土
）

平
成
一
九
年

一
一
月
一
〇
日
（
土
）

平
成
二
〇
年

三
月
二
九
日
（
土
）

平
成
二
〇
年
四
月
一
四
日
に
開
催
さ

れ
た
東
京
亀
城
会
拡
大
理
事
会
に
お
い

て
、
向
こ
う
二
年
間
の
新
役
員
案
が
審

議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
推
薦
案
と
な
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
顧
　
問

内
山
　
敬
司
（
一
五
回
）

佐
久
間
　
正
（
二
二
回
）

上
林
　
　
茂
（
二
七
回
）

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

１ 前　年　度　繰　越　金 2,289,563 2,289,563 1,851,466 
２ 年　　　　　会　　　　　費 1,400,000 1,112,000 1,200,000 
３ 総　　　会　　　会　　　費 600,000 534,000 600,000 
４ 各　種　会　合　会　費 105,000 99,000 87,500 
５ 寄　　　　　　　　　　　付 170,000 100,000 100,000 
６ ど　ん　帳　寄　付　金 0 875,600 400,000 
７ 雑　　　　　収　　　　　入 30,000 31,748 30,000 
８ 会　報　広　告　掲　載　料 500,000 495,000 500,000 
収　　　入　　　小　　　計 2,805,000 3,247,348 2,917,500
合　　　　　　　　　　　計 5,094,563 5,536,911 4,768,966 

１ 会　　　　　議　　　　　費 41,000 12,528 36,000 
２ 総　　　　　会　　　　　費 1,040,000 880,695 1,130,530 
３ 各　　種　　会　　合　　費 180,000 177,488 107,500 
４ 同期会発足支援費（旧事業費） 60,000 30,000 60,000 
５ 通　　　　　信　　　　　費 530,000 410,291 535,000 
６ 印　　　　　刷　　　　　費 575,000 419,822 575,000 
７ 事　　　　　務　　　　　費 220,000 213,089 220,000 
８ 旅　　費　　交　　通　　費 90,000 64,655 80,000 
９ 振　　　　　込　　　　　料 70,000 49,970 70,000 
10 渉　　　　　外　　　　　費 165,000 127,007 155,000 
11 予　　　　　備　　　　　費

ど　ん　帳　制　作　費 0 1,299,900 0 
予　　　　備　　　　費 150,000 0 150,000 
支　　　出　　　小　　　計 3,121,000 3,685,445 3,119,030
次　年　度　繰　越　金 1,973,563 1,851,466 1,649,936
合　　　　　　　　　　　計 5,094,563 5,536,911 4,768,966

平成20年度予算案
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

平成19年度決算
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

平成19年度予算
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

決算・予算
新
役
員
候
補

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

Ｊ
Ｍ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
株
）

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｊ
Ｍ
Ｄ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
ニ
ー

〒
一
〇
八
・
〇
〇
二
三

東
京
都
港
区
芝
浦
二
―
八
―
九
　
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ビ
ル

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
五
三
）
七
二
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
五
四
三
九
）
九
〇
九
一

メ
ー
ル：

kushm
aya@

aol.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.jm
dm
inilab.com

/

工

藤

久

美

（
五
三
回
卒
）

代
　
表

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

総
合
建
設
業

株
式
会
社

加
藤
組〒

九
九
八
・
〇
〇
三
三

山
形
県
酒
田
市
中
央
東
町
四
―
五
七

電
　
話
　
〇
二
三
四
（
二
二
）
二
〇
二
一

加

藤

　

淳

（
五
三
回
卒
）

代
表
取
締
役
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○
相
談
役

藤
井
　
重
信
（
一
二
回
）

越
後
谷
悦
郎
（
一
六
回
）

佐
藤
　
郁
雄
（
二
三
回
）

五
十
嵐
昌
士
（
二
八
回
）

本
間
　
英
生
（
二
九
回
）

鈴
木
　
藤
男
（
三
一
回
）

大
滝
千
佐
子
（
三
二
回
）

岩
谷
　
純
子
（
三
二
回
）

野
口
　
和
雄
（
三
三
回
）

阿
部
　
尚
記
（
三
三
回
）

○
会
　
長

相
川
　
俊
朗
（
三
三
回
）

○
副
会
長

鳥
海
　
俊
材
（
三
一
回
）

本
宮
　
正
幸
（
三
六
回
）

後
藤
　
吉
修
（
三
九
回
）

元
木
　
　
徹
（
四
二
回
）

阿
部
　
浩
美
（
五
四
回
）

○
監
　
事

広
瀬
　
　
武
（
三
二
回
）

松
岡
　
　
毅
（
三
七
回
）

桜
の
花
も
散
り
、
野
に
は
さ
く
ら
草

が
満
開
春
深
し
と
い
う
感
が
し
ま
す
。

母
校
も
今
年
は
進
学
率
が
良
か
っ
た

よ
う
で
な
に
よ
り
で
し
た
。

さ
て
東
京
亀
城
会
で
す
が
、
今
年
よ

り
新
し
い
執
行
部
で
運
営
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
来
な

ら
二
年
前
に
私
は
会
長
を
退
任
す
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
や
む
な
く
一
期
続
け

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

次
期
後
任
の
方
々
の
準
備
も
す
っ
か

り
と
と
の
い
ま
し
た
の
で
、
今
期
か
ぎ

り
で
会
長
職
を
退
く
事
に
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
役
員
の
皆
様

で
御
協
力
し
て
、
よ
り
よ
い
東
京
亀
城

会
に
発
展
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
京
亀
城
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
酒

田
で
は
新
生
酒
東
の
文
武
両
道
ぶ
り
が

評
判
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
春
の

進
学
で
は
国
公
立
大
合
格
者
一
四
五
名

を
数
え
、
正
に
勢
い
の
あ
る
成
績
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。
運
動
部
も
テ
ニ
ス
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
そ
し

て
陸
上
競
技
な
ど
で
好
成
績
を
収
め
て

く
れ
、
私
た
ち
市
民
を
大
い
に
喜
ば
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
念
願
だ
っ
た
酒
東
「
亀

城
会
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

各
期
の
代
表
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
同
期
会
な
ど
に
ご
利
用

下
さ
い
。

さ
て
、
酒
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
使
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
理

事
会
で
も
説
明
を
受
け
、
各
期
の
代
表

が
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
の
知
恵
と
情
報
提
供
を
受
け
て
私

達
の
「
酒
田
市
」
を
よ
り
活
気
あ
る
街

に
し
た
い
と
い
う
構
想
で
す
。
酒
田
市

の
八
高
等
学
校
の
同
窓
会
が
協
力
を
し

合
っ
て
活
動
す
る
も
の
で
、
ポ
ツ
ポ
ツ

と
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
首
都
圏
で
活
躍
中
の
亀
城
同
窓
会

の
皆
さ
ん
に
は
酒
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
使
に

ご
登
録
頂
き
、
酒
田
の
活
性
化
に
ご
協

力
を
頂
き
た
い
と
切
望
し
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
み
な
さ
ま
、
昨
年
の

総
会
で
は
心
温
ま
る
声
援
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
新
橋
駅
か
ら
総
会
会
場
に
着
く
ま

で
、
み
ず
ほ
銀
行
本
店
な
ど
の
高
層
ビ

ル
を
口
を
開
け
た
ま
ま
見
続
け
た
結

果
、
首
が
痛
く
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
風
光
明
媚
な
酒
田
の
地
で
育

ま
れ
た
後
、
こ
の
よ
う
な
大
都
会
で
思

う
存
分
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子
を
お
聞

き
し
、
改
め
て
感
激
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
一
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、

新
校
舎
竣
工
式
、
大
学
入
試
、
高
校
入

選
な
ど
次
々
と
現
れ
る
ハ
ー
ド
ル
を
ど

う
に
か
乗
り
超
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
進
学
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

結
果
は
冷
や
汗
も
の
で
し
た
が
、
二
次

試
験
で
頑
張
り
、
東
京
大
学
に
現
浪
合

わ
せ
て
四
名
が
合
格
し
、
山
形
東
高
校

の
九
名
に
次
ぐ
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
こ
こ
二
年
間
の
実
績
を
踏

ま
え
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
か
っ
た
と
の
確
固
た
る
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
、
さ
ら
な
る
向
上
を

め
ざ
し
て
い
こ
う
、
と
教
職
員
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
体

育
館
緞
帳
の
「
東
京
亀
城
会
」
の
名
が
、

遠
く
か
ら
も
す
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
挨
拶
と
し
ま

す
。

会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

新
執
行
部
に
期
待

東京亀城会会長

上林　茂
（27回）

針
路
は
従
来
通
り

酒田東高校校長

佐藤　里美

新
生
酒
東亀城同窓会長

宗　雄司
（35回）
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幹事年特集・卒業アルバムから＜33回＞

4組 3組

6組 5組

生徒会執行部

運動会

応援団幹部

昭和32年度運動部の活躍

2組 1組
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幹事年特集・卒業アルバムから＜43回＞

い
そ
が
ず
た
ゆ
ま
ず
わ
が
道
を（佐

々
木
金
三
先
生
）

〝
考
え
る
〞→

〝
行
動
す
る
〞（
小
林
昭
一
郎
先
生
）

禍
を
転
じ
て
福
と
な
せ

（
今
田
　
幸
昭
先
生
）

自
分
の
運
命
は
自
分
の
行
動
で
決
定
す
る

（
堀
　
五
十
治
先
生
）

屋上で

図書館－すばらしい勉強意欲 桜満開－登校

Miss hagasawa にしぼられる一日で一番楽しい時

愛
さ
れ
、信
頼
さ
れ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
人
に
な
れ

（
畠
山
　
哲
先
生
）

An
unshared

happiness
is
not
happiness

（
渡
部
芳
雄
先
生
）



6＜第28号＞

二
〇
〇
七
年
三
月
三
〇
日
、
話
題
の

六
本
木
・
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
オ
ー

プ
ン
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
。
事
務

局
長
と
し
て
そ
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ

た
の
が
53
回
卒
の
三
浦
大
輔
さ
ん
で
あ

る
。
大
企
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
先

輩
に
お
話
を
伺
う
べ
く
美
術
館
を
訪
ね

た
。文

字
ど
お
り
、
都
会
の
ど
真
ん
中
に

創
ら
れ
た
美
術
館
だ
が
、
木
や
和
紙
な

ど
の
自
然
素
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

て
い
て
、
柔
ら
か
な
採
光
は
障
子
の
光

を
思
わ
せ
る
。「
和
モ
ダ
ン
」
な
雰
囲

気
が
な
ん
と
も
居
心
地
が
い
い
。
設
計

は
、
今
を
と
き
め
く
建
築
家
隈
研
吾
氏
。

「
桐
を
多
く
使
っ
て
い
る
ん
で
す
。

湿
度
の
調
整
に
も
な
り
、
防
虫
効
果
も

あ
る
の
で
」。
三
浦
さ
ん
が
館
内
を
案

内
し
て
下
さ
る
。「
床
は
、
ウ
イ
ス
キ

ー
の
樽
を
再
利
用
し
た
ホ
ワ
イ
ト
オ
ー

ク
で
す
」。
採
光
を
調
節
で
き
る
木
の

無
双
格
子
、
美
術
品
を
美
し
く
魅
せ
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
高
透
過
ガ
ラ
ス
の

展
示
ケ
ー
ス
、
以
前
の
施
設
か
ら
移

設
・
増
設
し
た
茶
室
「
玄
鳥
庵
」。
隈

氏
の
言
う
『
都
会
の
居
間
』
的
美
術
館

を
目
指
し
て
、
オ
ー
プ
ン
の
前
後
は
毎

日
深
夜
零
時
過
ぎ
ま
で
就
業
し
て
い
た

と
い
う
。「
た
ま
た
ま
そ
う
い
う
役
職

に
な
っ
た
だ
け
で
す
」
と
い
う
が
、
誰

も
が
こ
う
し
た
事
業
に
携
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。

三
浦
さ
ん
は
一
橋
大
学
法
学
部
を
卒

業
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
に
入
社
。「
主
席

で
卒
業
し
た
は
ず
」
と
同
期
が
言
う
ほ

ど
優
秀
だ
っ
た
彼
は
、
お
そ
ら
く
引
く

手
数
多
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
選
択
理
由
を

問
う
と
「
何
や
る
か
わ
か
ら
な
い
会
社

だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
。「
サ
ン
ト
リ

ー
は
、
当
時
北
京
マ
ラ
ソ
ン
や
各
種
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
ス
ポ
ン
サ
ー
ド

し
た
り
、
メ
キ
シ
コ
で
ラ
ー
メ
ン
を
作

っ
て
売
っ
た
り
、
と
に
か
く
酒
販
以
外

の
事
業
拡
大
が
目
ざ
ま
し
か
っ
た
。
文

化
支
援
に
も
積
極
的
で
、
面
白
い
な
あ
、

と
」。「
何
で
も
や
れ
る
会
社
で
、
何
で

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
強
い
好
奇

心
が
、
三
浦
さ
ん
に
こ
の
会
社
を
選
ば

せ
た
。
以
来
二
六
年
の
社
員
生
活
の
う

ち
、
二
〇
年
は
大
阪
の
本
社
に
勤
務
。

総
務
時
代
は
つ
く
ば
博
覧
会
を
経
験
し

た
。
酒
販
の
営
業
も
や
っ
た
し
、「
酒
」

「
旅
」「
文
化
」
な
ど
生
活
の
楽
し
み
を

考
え
る
不
易
流
行
研
究
所
に
配
属
に
な

っ
た
こ
と
も
、
関
西
経
済
同
友
会
の
ス

タ
ッ
フ
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。

「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
ね
。
関
西
経
済
同
友
会
は
各

社
役
員
の
切
磋
琢
磨
の
場
で
す
が
、
東

京
一
極
集
中
で
は
い
け
な
い
、
関
西
を

盛
り
上
げ
る
云
々
と
、
様
々
な
企
業
の

役
員
が
知
恵
や
企
画
を
出
し
合
っ
て
い

ま
し
た
」。
ち
な
み
に
、
今
、
酒
田
と

い
う
地
方
都
市
を
な
ん
と
か
し
な
く
て

は
と
奮
闘
し
て
い
る
阿
部
市
長
は
、
三

浦
さ
ん
と
中
学
高
校
の
同
期
生
で
あ

る
。「

美
術
館
事
業
は
、
ど
ん
な
に
来
場

者
が
あ
っ
て
も
単
独
で
黒
字
に
は
な
ら

な
い
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
文
化
事
業

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
サ

ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
鳥
井
氏
は
『
利
益

三
分
主
義
』
を
掲
げ
ま
し
た
。
三
分
の

一
は
会
社
の
発
展
に
、
三
分
の
一
は
お

客
さ
ま
に
、
三
分
の
一
は
社
会
に
返
す
。

『
酒
』
も
『
文
化
』
も
、『
遊
び
、
潤
滑

油
』
の
部
分
で
す
。
な
く
て
も
生
き
て

い
け
る
け
ど
、
な
い
と
淋
し
い
、
あ
る

と
楽
し
い
。
企
業
で
も
都
市
の
活
性
化

で
も
遊
び
や
ゆ
と
り
が
な
い
と
、
新
し

い
も
の
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
し
、
人
が

惹
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
酒
田

で
も
ど
こ
で
も
、
住
ん
で
い
る
人
自
身

が
楽
し
い
、
と
感
じ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
来
訪
者
を
増
や
す
以
前

に
、
こ
こ
に
暮
ら
す
事
が
楽
し
い
と
思

え
る
街
や
文
化
で
な
い
と
。
日
常
の

『
楽
し
み
』
を
提
供
す
る
仕
事
に
就
い

て
、
そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

企
業
の
中
で
自
分
を
活
か
し
会
社
と

社
会
に
貢
献
す
る
醍
醐
味
を
教
え
て
頂

い
た
気
が
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年

の
三
月
、『
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展
』
開
催

中
の
美
術
館
へ
改
め
て
足
を
運
ぶ
と
、

長
蛇
の
入
場
待
ち
が
で
き
る
大
盛
況
ぶ

り
だ
っ
た
。

幹事年特集

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

三
浦
大
輔

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
・
53
回

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

佐
々
木

亜
希
子

活
動
弁
士
・
65
回
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東
京
亀
城
会
会
則

第
一
章
　
総
則

（
名
　
称
）

第
一
条

本
会
は
、
東
京
亀
城
会
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第
二
条

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
に
置

く
。（

目
　
的
）

第
三
条

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
共
に
、
母
校
・
酒
田
東
高
等
学
校
及
び

亀
城
同
窓
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
同
校
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
　
業
）

第
四
条

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
総
会
、
懇
親
会
等
の
開
催

二
、
母
校
と
の
連
携
、
後
援

三
、
亀
城
同
窓
会
及
び
各
地
の
亀
城
会
と

の
連
携

四
、
会
員
名
簿
の
作
成

五
、
会
報
の
発
行

六
、
講
演
会
等
各
種
行
事
の
開
催

七
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業

第
二
章
　
会
員

（
会
　
員
）

第
五
条

①
本
会
は
、
山
形
県
立
（
旧
制
）

酒
田
中
学
校
、
酒
田
第
一
高
等
学
校
、
酒
田

高
等
学
校
若
し
く
は
酒
田
東
高
等
学
校
に
在

学
し
た
者
又
は
同
校
の
教
職
員
で
あ
っ
た
者

で
、
関
東
地
方
一
円
に
居
住
す
る
者
を
も
っ

て
会
員
と
す
る
。

②
本
会
の
会
員
は
年
会
費
を
支
払
う
も
の
と

す
る
。

第
三
章
　
役
員
等

（
種
　
類
）

第
六
条

①
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会
長

一
名

二
、
副
会
長

五
名
以
内

三
、
理
事

各
卒
業
年
次
若
干
名

四
、
会
務
執
行
理
事

若
干
名

五
、
監
事

二
名

②
本
会
に
、
顧
問
、
相
談
役
等
の
役
職
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
選
　
任
）

第
七
条

①
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
は
、

会
員
の
中
か
ら
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、

総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

②
理
事
は
、
各
卒
業
年
次
の
会
員
が
行
う
推

薦
に
よ
り
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

③
会
務
執
行
理
事
は
、
理
事
の
中
か
ら
会
長

が
委
嘱
す
る
。

④
顧
問
は
、
理
事
会
及
び
総
会
の
推
薦
に
よ

り
、
会
長
経
験
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

⑤
相
談
役
は
、
理
事
会
及
び
総
会
の
推
薦
に

よ
り
、
副
会
長
経
験
者
又
は
本
会
に
功
労

の
あ
っ
た
会
員
を
持
っ
て
充
て
る
。

（
職
　
務
）

第
八
条

①
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会

務
を
総
理
す
る
。

②
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事

故
等
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
名
し
た
順
序
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
務

を
代
行
す
る
。

③
理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
こ
の
会
則

に
定
め
る
事
項
を
審
議
す
る
。

④
会
務
執
行
理
事
は
、
会
務
執
行
理
事
会
を

構
成
し
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
を
執

行
す
る
。

⑤
監
事
は
、
会
計
を
監
査
す
る
ほ
か
、
理
事

会
及
び
会
務
執
行
理
事
会
に
出
席
し
て
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
顧
問
及
び
相
談
役
は
、
会
務
に
関
し
、
会

長
の
諮
問
に
応
ず
る
。

（
任
　
期
）

第
九
条

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
章
　
会
議

（
種
　
類
）

第
十
条

本
会
の
会
議
は
、
総
会
、
理
事
会

及
び
会
務
執
行
理
事
会
と
す
る
。

（
総
　
会
）

第
十
一
条

①
総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構

成
し
、
毎
年
一
回
開
催
し
、
会
長
が
招
集
す

る
。

②
次
の
事
項
は
、
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
。

一
、
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
の
選
出

二
、
事
業
計
画
及
び
予
算

三
、
事
業
報
告
及
び
決
算

四
、
年
会
費
の
額
の
決
定
及
び
改
訂

五
、
そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要

な
事
項

③
総
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も

っ
て
議
決
す
る
。

（
理
事
会
）

第
十
二
条

①
理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長

及
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
毎
年
一
回
以

上
開
催
し
、
会
長
が
招
集
す
る
。

②
理
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
決
定

す
る
。

一
、
総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項

二
、
本
会
の
重
要
な
会
務
の
執
行
に
関
す

る
事
項

③
理
事
会
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も

っ
て
決
定
す
る
。

（
会
務
執
行
理
事
会
）

第
十
三
条

①
会
務
執
行
理
事
会
は
、
会
長
、

副
会
長
及
び
会
務
執
行
理
事
を
も
っ
て
構
成

し
、
必
要
の
都
度
、
会
長
が
招
集
す
る
。

②
会
務
執
行
理
事
会
は
、
次
の
事
項
を
策
定

し
、
会
務
執
行
理
事
は
、
共
同
し
て
又
は

分
担
し
て
執
行
す
る
。

一
、
総
会
又
は
理
事
会
に
付
議
す
べ
き
事

項
の
立
案

二
、
総
会
又
は
理
事
会
の
議
決
し
た
事
項

の
具
体
的
執
行
方
針

三
、
そ
の
他
本
会
の
会
務
の
具
体
的
執
行

方
針

③
会
務
執
行
理
事
会
は
、
会
務
の
執
行
の
た

め
、
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
　
費
）

第
十
四
条

本
会
の
経
費
は
、
年
会
費
、
広

告
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
。

（
会
計
年
度
）

第
十
五
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四

月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

に
終
る
。

（
暫
定
予
算
）

第
十
六
条

当
該
年
度
の
予
算
が
成
立
し
て

い
な
い
と
き
は
、
会
長
は
、
予
算
成
立
の
日

ま
で
前
年
度
の
予
算
に
準
じ
収
入
支
出
す
る

事
が
で
き
る
。

第
五
章
　
会
則
の
変
更

（
会
則
の
変
更
）

第
十
七
条

こ
の
会
則
は
、
理
事
会
の
議
を

経
て
、
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
過
半
数
の

議
決
を
も
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
　
事
務
局

（
事
務
局
）

第
十
八
条

①
本
会
に
、
そ
の
事
務
を
処
理

す
る
た
め
、
事
務
局
を
置
く
。

②
事
務
局
は
、
当
分
の
間
、
会
務
執
行
理
事

お
よ
び
そ
の
他
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。

（
帳
簿
等
）

第
十
九
条

事
務
局
に
は
、
会
則
、
会
員
及

び
役
員
名
簿
、
会
計
帳
簿
、
会
務
記
録
等
の

帳
簿
及
び
書
類
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章
　
補
則

（
会
則
に
定
め
な
き
事
項
）

第
二
十
条

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
本
会
の
運
営
に
必
要
な
も
の
は
、
理
事

会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

附
則
（
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
一
日
施
行
）

附

則
（
昭
和
五
十
年
・
五
十
二
年
・
五
十

九
年
・
六
十
一
年
改
正
）

附
則
（
平
成
八
年
十
一
月
一
日
改
正
）

附
則
（
平
成
十
九
年
六
月
十
六
日
改
正
）

改
正
後
の
会
則
は
、
改
正
の
議
決
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

東京亀城会会則



8＜第28号＞

首
都
圏
を
出
て
勉
強
し
た
り
会
社
勤

め
や
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
卒
業
生
が

老
い
も
若
き
も
打
ち
解
け
て
会
合
で
き

る
の
が
東
京
亀
城
会
の
よ
う
で
あ
り
ま

す
。（
故
郷
の
酒
田
弁
で
話
し
、
老
い

た
る
先
輩
も
新
進
の
若
い
会
員
も
同
席

し
、
打
ち
解
け
て
話
し
合
え
る
会
で
あ

り
ま
す
。）

今
年
一
六
回
卒
の
面
々
は
、
四
月
三

日
有
楽
町
の
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
『
さ

が
み
』
で
酒
中
卒
今
野
、
闍
橋
（
浩
）、

闍
橋
（
幸
）、
斎
藤
、
澁
谷
、
庄
司
の

六
名
が
集
ま
り
、
語
ら
い
ま
し
た
。
春

の
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
今
年
の

春
、
東
大
に
現
役
二
名
合
格
し
て
酒
田

東
高
等
学
校
が
東
北
の
名
門
校
と
し
て

の
名
を
挙
げ
た
と
の
事
、
若
き
新
進
の

メ
ン
バ
ー
が
東
京
亀
城
会
に
華
を
添
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
い
出
し
て
み
る
と
私
は
終
戦
後
復

員
し
て
か
ら
二
年
間
酒
田
中
学
の
理
科

教
員
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
母
校
酒

中
の
庭
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
再
成
し
て

軟
式
庭
球
部
の
顧
問
と
し
て
、
新
潟
・

秋
田
・
山
形
の
三
県
下
大
会
で
優
勝
さ

せ
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。今

年
で
連
続
一
四
回
目
に
あ
た
る
同

期
会
は
四
月
一
四
日
五
反
田
の
「
ゆ
う

ぽ
う
と
」
で
開
催
さ
れ
た
。
首
都
圏
内

に
在
住
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
二
三
名

も
居
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
回
出

席
者
は
一
三
名
、
そ
の
後
の
出
席
者
は

一
一
名
、
一
〇
名
と
な
り
最
近
は
八
名

が
平
均
と
な
っ
た
。

会
を
持
つ
に
は
、
開
催
の
通
知
、
出

席
の
有
無
の
と
り
ま
と
め
な
ど
事
務
的

な
作
業
を
必
要
と
す
る
が
、
近
年
こ
れ

を
一
人
の
善
意
に
頼
る
傾
向
が
強
く
な

っ
た
。

五
回
に
も
わ
た
り
開
催
通
知
、
集
約
、

当
日
の
記
念
写
真
を
一
人
で
受
け
も
っ

て
く
れ
た
級
友
に
は
感
謝
で
あ
る
。

ま
た
、
会
場
で
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー

の
中
で
「
ゆ
う
ぽ
う
と
」
の
経
営
者
で

あ
っ
た
人
が
居
り
、
お
陰
で
気
軽
な
運

営
が
出
来
て
き
た
。

い
つ
の
間
に
か
わ
れ
わ
れ
も
「
後
期

高
齢
者
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
年

代
に
な
っ
た
。
今
回
の
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
友
情
を
固
く
し
交
流
を

深
め
て
行
こ
う
と
誓
い
合
っ
た
こ
と
が

強
く
印
象
に
残
っ
た
。

六
月
二
四
日
仙
台
工
専
倶
楽
部
に
三

人
集
合
。

お
酒
の
前
に
風
間
医
師
か
ら
「
シ
ニ

ア
の
健
康
」
と
「
バ
ル
ト
海
ク
ル
ー
ズ
」

の
ビ
デ
オ
紹
介
、
中
原
君
の
「
悪
性
リ

ン
パ
腫
」
治
療
体
験
談
、
後
藤
の
最
近

の
分
子
生
物
学
「
が
ん
は
ど
こ
ま
で
分

か
っ
た
か
」
な
ど
年
相
応
の
話
や
、
相

馬
君
の
か
ら
は
懐
か
し
い
「
恩
師
の
あ

だ
名
回
想
」、
佐
藤
郁
夫
君
、
茂
木
君

は
最
近
の
雑
感
と
に
ぎ
や
か
に
歓
談
。

ア
ル
コ
ー
ル
で
元
気
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
元
応
援
団
長
相
馬
君
の
音
頭
で

「
あ
あ
見
よ
鳥
海
」「
白
熱
の
気
」「
朔

風
す
さ
ぶ
」
と
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

ず
で
あ
っ
た
。

日
本
橋
室
町
の
仙
台
工
業
倶
楽
部

が
、
再
開
発
の
た
め
一
〇
月
で
閉
鎖
さ

れ
る
。

九
月
二
三
日
、
名
残
惜
し
さ
に
一
一

人
が
再
度
参
集
。
倉
田
幹
事
の
お
か
げ

で
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
た
。

次
回
か
ら
は
場
所
を
変
え
て
続
け

る
。

同期会・昨日 今日

16回

老
い
て
益
々
親
し
く

庄
司
悌
二

22回

級
友
に
感
謝斎

藤
昭
三

23回

根
城
ク
ロ
ー
ズ
で

年
二
回
も
開
催後藤

　
健
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年
を
と
る
と
青
春
時
代
を
共
に
し
た

友
人
と
の
会
合
が
何
よ
り
も
楽
し
く
、

つ
い
こ
の
間
一
緒
に
飲
ん
だ
ば
か
り
な

の
に
ま
た
逢
い
た
く
な
る
よ
う
で
す
。

昨
年
は
酒
田
で
の
会
が
一
〇
月
七
日
に

決
ま
っ
て
い
る
の
に
、
東
京
で
も
や
ろ

う
と
の
声
が
多
数
出
て
、
急
遽
一
一
月

一
〇
日
（
土
）
西
新
宿
の
「
ワ
イ
ズ
、

エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
幹
事
の
一
人
と
し
て
は
大
丈

夫
か
な
？
　
と
心
配
も
し
ま
し
た
が
、

幸
い
三
〇
名
を
越
す
人
数
が
集
ま
り
和

気
藹
々
た
る
雰
囲
気
の
中
で
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
月
実
施
し
て

い
る
竹
馬
の
会
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
が

音
頭
執
り
と
な
り
、
ま
た
半
年
に
一
度

の
関
東
組
と
名
古
屋
組
が
行
う
ゴ
ル
フ

仲
間
が
健
康
を
確
認
し
あ
う
と
い
う
目

的
の
下
、
美
酒
を
汲
も
う
と
い
う
意
欲

の
な
せ
る
事
の
よ
う
で
す
。
最
近
の
竹

馬
の
会
で
は
四
月
二
日
巣
鴨
駅
に
正
午

に
集
合
し
、「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
」
の
高

岩
寺
、
桜
の
染
井
霊
園
、
旧
古
川
庭
園

を
散
策
し
、
途
中
地
震
科
学
館
で
震
度

七
ク
ラ
ス
を
顔
面
蒼
白
に
な
り
な
が
ら

体
験
し
、
飛
鳥
山
公
園
と
音
無
親
水
公

園
の
桜
吹
雪
の
中
の
散
策
と
健
脚
ぶ
り

を
発
揮
。
最
後
は
上
野
駅
ま
で
下
っ
て
、

西
郷
南
州
翁
の
足
下
の
聚
楽
台
で
一
杯

か
ら
十
数
杯
と
、
い
や
は
や
意
気
盛
ん

で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
行
事
計
画
中
の

三
月
一
一
日
に
、
同
級
生
で
あ
り
竹
馬

の
会
と
ゴ
ル
フ
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
横
浜
在
住
の
佐
藤
孝
司
君
が
急
逝
さ

れ
た
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
三
月
一
二
日

の
お
通
夜
と
三
月
一
三
日
の
告
別
式
に

手
分
け
し
て
参
列
し
、
四
月
二
日
の
竹

馬
の
会
の
最
後
に
は
皆
で
同
君
の
冥
福

を
祈
っ
て
の
散
会
と
な
っ
た
。
次
回
は

こ
の
秋
に
長
坂
、
坪
池
両
君
等
の
幹
事

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

昨
年
の
東
京
ふ
く
の
会
総
会
に
土
佐

の
高
知
の
「
は
り
ま
や
橋
」
よ
り
往
年

の
女
子
体
操
選
手
が
初
参
加
し
、
前
年

よ
り
四
名
多
い
六
〇
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
話
は
専
ら
健
康
問
題
で
す
。
九
月

ふ
く
の
会
本
部
の
総
会
に
は
五
名
が
参

加
。五

年
目
を
迎
え
た
「
歩
こ
う
会
」
四

月
に
三
七
回
を
数
え
ま
し
た
。
内
容
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
公
園
巡
り
・

森
林
浴
・
都
心
で
の
夕
涼
み
、
皇
居
周

辺
・
ビ
ー
ル
見
学
、
花
見
、
山
や
海
に
。

一
泊
ハ
イ
ク
は
鬼
怒
川
・
日
光
紅
葉
ド

ラ
イ
ブ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
の
「
吹
割
の

滝
」
は
東
洋
の
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
名
に
恥

じ
な
い
ス
ケ
ー
ル
で
し
た
。
忘
年
会
も

好
評
で
三
年
続
け
て
同
じ
コ
ー
ス
で
横

浜
駅
・
赤
レ
ン
ガ
・
中
華
街
週
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
宴
会
は
中
華
料
理
、
拳
大

の
「
ふ
か
ひ
れ
」
が
女
性
の
人
気
で
遠

方
よ
り
の
参
加
者
も
増
え
て
来
ま
し
た
。

結
成
後
一
四
年
に
な
る
「
コ
ー
ラ
ス

ふ
く
の
か
い
」
は
、
去
る
三
月
一
八
日

縁
あ
っ
て
駒
場
学
園
高
校
合
唱
部
の
定

期
演
奏
会
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
し
た
。

同
期
の
本
間
充
君
指
揮
の
も
と
、
組

曲
「
蔵
王
」か
ら
〝
苔
の
花
〞
〝
早
春
〞

そ
し
て
〝
三
匹
の
蜂
〞〝
遙
か
な
友
に
〞

を
熱
唱
。
会
場
と
な
っ
た
駒
場
エ
ミ
ナ

ー
ス
で
は
〝
プ
ロ
並
み
の
出
来
映
え
〞

と
の
賛
辞
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
会
は
二
九
の
会
員
以
外
で

も
同
好
の
方
々
の
入
会
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
本
間
英
生
　

電
話
　
〇
四
八
〇
―
三
三
―
四
〇
三
七

「
仰
げ
ば
尊
し
」
の
旋
律
を
耳
に
す

る
昨
今
で
す
。
私
達
は
心
を
込
め
て
歌

っ
た
、
あ
れ
か
ら
半
世
紀
過
ぎ
た
今
も
、

あ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
無
性
に
懐
か
し
く
感

じ
ら
れ
る
。
着
る
物
も
粗
末
、
履
物
も

素
足
に
高
下
駄
、
薄
手
の
マ
ン
ト
を
抱

え
な
が
ら
学
校
に
通
っ
た
庄
内
の
冬
道

は
厳
し
か
っ
た
。
お
彼
岸
を
迎
え
、
春

の
息
吹
に
包
ま
れ
る
と
、
胸
の
奥
か
ら

同期会・昨日 今日

29回

歩
い
て
、
歌
っ
て
…

元
気
な
東
京
ふ
く
の
会

冨
樫
弘
喜

31回

古
稀
を
迎
え
、

益
々
意
気
盛
ん眞田

守
之

28回

酒
東
健
爺

意
気
盛
ん
な
り猪俣

　
武
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疼
く
よ
う
な
甘
美
な
痛
み
を
覚
え
た
の

も
そ
の
頃
で
、
今
思
え
ば
き
っ
と
青
春

時
代
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

古
稀
を
迎
え
た
「
三
一
会
」
の
面
々
、

未
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
い
る
ひ
と
、
職

を
辞
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
ん
で

い
る
ひ
と
様
々
で
す
が
、
年
に
数
回
集

ま
っ
て
は
意
気
盛
ん
に
語
り
合
っ
て
い

ま
す
。
お
正
月
に
は
、
赤
羽
に
い
る
同

期
生
の
お
店
で
の
「
新
年
会
」、
彼
が

庄
内
浜
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
れ
る
「
寒

鱈
汁
」
や
庄
内
の
お
酒
な
ど
、
懐
か
し

い
味
と
香
り
に
咽
び
な
が
ら
、
時
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
昔
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

新
緑
の
五
月
に
は
、
箱
根
に
集
い
、
温

泉
と
山
海
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
旧
交

を
温
め
る
機
会
を
持
ち
、
そ
れ
も
至
福

の
ひ
と
時
で
し
た
。

我
が
三
四
会
は
昨
年
一
〇
月
三
日
・

四
日
・
五
日
に
東
海
地
区
会
員
の
幹
事

の
皆
さ
ん
の
企
画
に
よ
り
、
世
界
遺
産

「
白
川
郷
」
の
散
策
・
見
学
と
題
し
て
、

飛
騨
高
山
に
例
年
通
り
海
外
・
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
東
海
・
関
西
の
各

地
区
か
ら
総
勢
四
七
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。ゴ

ル
フ
愛
好
家
の
有
志
の
方
は
「
飛

騨
高
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
九
時
ス

タ
ー
ト
。

一
般
の
方
は
会
場
の
「
ホ
テ
ル
ア
ソ

シ
ア
高
山
リ
ゾ
ー
ト
」
一
五
時
集
合
。

一
八
時
総
会
開
始
、「
オ
ー
ソ
ー
カ

イ
、
ソ
ー
カ
イ
」
で
無
事
終
了
。
そ
の

後
の
懇
親
会
は
、「
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

フ
ル
コ
ー
ス
」
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

の
歓
談
で
、
久
し
ぶ
り
の
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
マ
ナ
ー
に
戸
惑
う

方
も
居
ま
し
た
が
、
楽
し
い
食
事
会
で

し
た
。

二
日
目
は
貸
し
切
り
バ
ス
で
高
山
の

朝
市
見
物
・
市
内
散
策
を
し
、
世
界
遺

産
「
白
川
郷
」
に
行
き
、
現
地
ガ
イ
ド

の
案
内
に
よ
り
集
落
が
一
望
で
き
る
高

台
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

集
落
の
中
を
散
策
し
世
界
遺
産
を
維
持

し
て
ゆ
く
苦
労
等
を
聞
き
、
皆
さ
ん
さ

さ
や
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
後
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯

温
泉
「
平
湯
館
」
に
移
動
し
二
泊
目
の

懇
親
会
と
な
り
純
日
本
風
な
宴
会
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
は
北
海
道
地
区
の
幹
事
に
よ
る

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
を
た
ど
る
総
会
」

と
な
り
そ
う
で
す
。

尚
、
関
東
在
住
の
会
員
有
志
は
四
季

折
々
に
何
か
と
理
由
を
つ
け
て
は
親
交

を
深
め
る
べ
く
一
献
を
傾
け
て
い
ま

す
。和

楽
や
能
の
一
曲
三
部
構
成
「
序
破

急
」
は
、
人
の
一
生
に
も
通
じ
る
が
、

人
生
が
「
急
」
の
後
、
す
ぐ
「
幕
」
で

は
ち
ょ
っ
と
困
る
。
我
が
「
首
都
圏
珊

瑚
（
三
五
）
の
会
」
も
四
八
周
年
を
迎

え
た
。「
急
」
の
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
た

仲
間
達
も
夫
々
の
「
そ
の
後
」
を
華
麗

に
変
身
し
、
あ
る
い
は
模
索
中
で
あ

る
。
授
業
料
へ
の
投
資
を
多
少
と
も
回

収
で
き
そ
う
な
の
は
、「
糸
正
」
三
味

線
○
○
流
の
名
取
（
永
世
幹
事
イ
ト
ウ

君
）、「
さ
く
ら
俊
太
郎
」
歴
史
物
か

ら
デ
ザ
ス
タ
ー
物
ま
で
こ
な
す
作
家

（
桜
井
君
）、
演
歌
作
家
の
元
謹
厳
校

長
（
中
山
先
生
）、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
独

占
の
「
棒
術
使
い
」
数
名
ま
で
。
あ
と

は
「
最
上
川
舟
歌
」
「
鞭
声
粛
々
」

「
人
生
に
悔
い
無
し
」
等
の
絶
唱
組
、

こ
ち
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
始
末
が
悪

い
の
は
、
無
芸
鯨
飲
の
輩
、
そ
れ
で
も

心
優
し
い
幹
事
は
折
々
の
精
（
清
？
）

談
会
を
設

え
て
く
れ

る
。
近
年

し
み
じ
み

思
う
こ
と

は
、
人
生

「
序
破
急
」

の
後
は
、

ま
ず「
友
」

で
あ
ろ
う

と
。

同期会・昨日 今日

34回

知
性
と
教
養
を

身
に
つ
け
る
総
会

佐
藤
隆
一

35回
「
序
破
急
」
そ
の
後
は

本
間
国
義
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六
五
歳
を
迎
え
「
高
齢
者
」
と
呼
ば

れ
る
一
員
と
な
っ
た
我
々
で
あ
る
。

昨
年
は
当
会
報
第
二
七
号
既
報
の
通

り
、
年
始
め
一
月
に
箱
根
熱
海
を
満
喫

し
た
一
泊
旅
行
の
企
画
で
あ
り
ま
し

た
。
四
月
は
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

に
乗
り
、
同
期
生
で
あ
る
元
艦
長
久
松

武
宏
さ
ん
の
計
ら
い
で
、
晴
海
埠
頭
か

ら
横
須
賀
母
港
ま
で
の
体
験
航
海
を
楽

し
み
ま
し
た
。「
し
ら
せ
」
の
就
航
は

一
九
八
二
年
。
全
長
一
三
四
ｍ
、
幅
二

八
ｍ
、
速
力
一
九
ノ
ッ
ト
（
三
五
・
二

km
／
ｈ
）
の
海
上
自
衛
隊
所
属
の
艦

船
・
砕
氷
艦
で
、
今
年
八
月
任
務
を
終

え
て
自
衛
艦
を
除
籍
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。今

年
二
月
に
は
、
日
本
山
岳
会
の

「
山
好
き
の
山
の
絵
展
」
を
鑑
賞
。
同

期
の
小
出
（
田
賀
）
和
子
さ
ん
が
同
会

に
所
属
し
、
国
内
外
の
山
に
登
っ
て
は

ス
ケ
ッ
チ
し
毎
年
出
展
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
絵
を
鑑
賞
し
た
後
居
酒
屋
で
談

議
、
二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
で
喉
を
披
露

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
楽
し
み
な
仲
間
達
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
集
え
る
の
も
、
山
麓
会
員

が
居
る
か
ら
出
来
る
こ
と
と
、
持
つ
友

の
有
り
が
た
さ
感
じ
て
お
り
ま
す
。
六

月
七
日
（
土
）
に
首
都
圏
支
部
会
、
八

月
一
五
日
（
金
）
に
は
ふ
る
さ
と
酒
田

で
本
部
定
例
会
の
開
催
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

東
京
亀
城
会
三
八
会
は
、
一
月
二
六

日
上
野
の
水
月
ホ
テ
ル
鴎
外
荘
で
一
九

人
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
文
豪
森
鴎
外
が
暮
ら
し
た
由

緒
あ
る
ホ
テ
ル
で
、
当
時
の
梁
を
そ
の

ま
ま
活
か
し
た
土
蔵
造
り
の
「
蔵
」
や

文
学
サ
ロ
ン
の
趣
を
伝
え
る
お
も
か
げ

な
ど
、
文
明
開
化
の
風
情
が
色
濃
く
残

っ
て
い
る
ホ
テ
ル
で
す
。

次
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
組
　
○
松
岡
　
毅
　
茂
木
忠
一

二
組
　
○
橋
爪
与
志
恵
　
村
田
　
晃

氷
見
章
子
　
今
野
昌
子

三
組
　
○
佐
藤
　
競
　
菊
地
文
英

奥
山
　
武

四
組
　
○
斎
藤
　
斉
　
池
田
弘
一

松
本
彦
造
　
飛
田
貞
子

五
組
　
○
新
倉
郁
子
　
渡
部
年
雄

六
組
　
○
熊
川
聰
士
　
伊
藤
徳
雄

堀
　
俊
勝
　
渡
部
嘉
一

今
回
は
学
級
委
員
（
○
印
の
人
）
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
各
学
級
の
人
は

連
絡
を
と
り
あ
い
、
今
後
大
勢
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

我
々
東
京
三
九
会
の
た
ま
り
場
は

「
新
橋C

hokai

」
で
あ
る
。

東
京
亀
城
会
々
報
に
も
広
告
を
出
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
ご
存
知
の
人
も

多
い
と
思
う
が
、
四
七
回
の
佐
藤
猛
君

（
観
音
寺
出
身
）
が
や
っ
て
い
る
お
店

で
あ
る
。

春
は
わ
ら
び
、
筍
、
口
細
鰈
、
小
鯛
。

夏
に
は
岩
牡
蠣
、
だ
ヾ
ち
ゃ
豆
、
民
田

茄
子
の
漬
物
、
茗
荷
。

秋
は
芋
煮
、
か
ら
と
り
、
菊
の
酢
の

物
、
さ
つ
ま
い
も
。
冬
に
は
は
た
は
た
、

寒
鱈
、
赤
蕪
の
漬
物
。
そ
れ
に
玉
こ
ん

に
ゃ
く
、
蕎
麦
、
唐
貝
な
ど
な
ど
…
…
。

い
ず
れ
も
佐
藤
君
の
思
い
や
り
が
染
み

込
ん
だ
実
に
う
ま
い
味
で
あ
る
。

藤
沢
周
平
の
世
界
を
想
わ
せ
る
こ
れ

ら
の
逸
品
を
肴
に
三
カ
月
に
一
度
位
の

割
合
で
東
京
三
九
会
分
科
会
を
や
っ
て

き
た
。

年
齢
が
丁
度
五
〇
歳
に
な
っ
た
頃
か

ら
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
も
先
が
見

え
て
き
た
時
期
に
、
安
ら
ぎ
の
場
を
提

供
し
て
も
ら
っ
た
う
れ
し
い
お
店
で
あ

っ
た
。

そ
ん
なC

hokai

と
我
々
に
大
事
件
が

起
こ
っ
た
。「
こ
の
五
月
に
閉
店
」
と

の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

藤
沢
周
平
の
「
三
屋
清
左
衛
門
残
日

録
」
に
出
て
く
る
小
料
理
「
涌
井
」
の

お
か
み
・
み
さ
が
閉
店
し
て
実
家
に
帰

る
場
面
を
思
い
出
さ
せ
る
。（
蛇
足
な

が
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
で
は
、
か
た
せ
梨

乃
が
「
み
さ
」
役
。
小
説
で
は
鶴
岡
の

店
を
閉
め
て
松
嶺
の
実
家
に
帰
る
設
定

と
の
事
。）

佐
藤
君
は
こ
れ
か
ら
も
持

ち
前
の
明
る
い
笑
顔
を
ふ
る

さ
と
に
持
ち
帰
り
、
元
気
に

生
き
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
と

期
待
し
て
い
る
。
む
し
ろ
新

た
な
止
ま
り
木
を
捜
す
我
々

が
大
変
だ
！

同期会・昨日 今日

36回

山
麓
会
の

様
々
な
集
い齋

藤
昭
一

38回

学
級
委
員
決
ま
る

松
岡
　
毅

39回

さ
よ
な
ら
　

後
藤
吉
修

体験航海後のしらせ横須賀母港で久松武宏さん撮影
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春
爛
漫
の
三
月
二
九
日
、
首
都
圏
の

同
期
・
八
の
会
メ
ン
バ
ー
が
池
袋
に
集

う
。遠

く
は
酒
田
、
山
形
、
前
橋
、
水
戸

か
ら
も
駆
け
つ
け
る
。
総
勢
二
四
名
。

会
場
は
、
同
期
の
後
藤
さ
ん
経
営
の

「
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」。
会
の
世
話
役
・
元

木
さ
ん
の
乾
杯
発
声
な
る
や
一
斉
に
、

飲
み
食
べ
喋
り
だ
す
。
女
性
も
五
人
参

加
。
彼
女
た
ち
の
元
気
な
声
が
、
会
を

明
る
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
。
親
の
介

護
、
息
子
・
娘
の
結
婚
、
孫
、
自
身
の

健
康
、
定
年
を
迎
え
る
等
々
、
話
題
は

つ
き
な
い
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
る
。
元
合

唱
部
だ
っ
た
Ｔ
さ
ん
の
指
揮
・
歌
唱
指

導
で
歌
に
も
熱
が
入
る
。
特
に
懐
か
し

い
歌
に
は
全
員
が
身
を
乗
り
出
し
、
歌

い
だ
す
。
夕
方
五
時
か
ら
の
会
も
、
気

が
つ
く
と
夜
の
九
時
。
お
互
い
健
康
に

気
を
付
け
よ
う
ね
と
、
来
年
の
再
会
を

約
す
。
こ
の
会
と
は
別
に
、
横
浜
、
山

形
、
酒
田
で
も
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
る
。
我
ら
は
、
互
い
に
絆
強
い
最
強

の
四
二
回
で
あ
る
。

今
年
の
春
で
ち
ょ
う
ど
高
校
を
卒
業

し
て
三
〇
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
目
前
に
迫
り
く
る
五
〇
歳
と
い
う

大
き
な
節
目
を
前
に
し
て
、
ち
ょ
う
ど

人
生
の
第
三
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
た
あ
た

り
で
し
ょ
う
か
。
一
〇
年
で
一
昔
（
ひ

と
む
か
し
）
な
ら
、
高
校
卒
業
は
我
々

に
と
っ
て
三
つ
も
昔
の
大
昔
の
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
は
や
記
憶

も
曖
昧
に
な
り
、
同
窓
生
の
名
前
を
思

い
出
せ
な
く
な
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま

せ
ん
。
見
回
せ
ば
同
窓
諸
君
は
た
し
か

に
み
ん
な
立
派
な
オ
ジ
サ
ン
・
オ
バ
サ

ン
に
変
貌
を
遂
げ
、
ほ
ん
と
に
昔
一
緒

に
同
じ
高
校
へ
通
っ
て
い
た
の
か
さ
え

少
し
不
安
に
な
り
ま
す
（
お
互
い
様
で

し
ょ
う
が
）。
信
長
謡
う
「
人
間
五
〇

年
、
下
天
の
内
を
く
ら
ぶ
れ
ば
、
夢
幻

の
ご
と
く
な
り
」。
た
し
か
に
過
ぎ
て

振
り
返
れ
ば
一
瞬
の
う
ち
だ
っ
た
よ
う

な
気
も
し
な
い
で
も
な
い
で
す
が
。
名

前
だ
け
で
な
く
、
面
影
す
ら
も
忘
れ
て

し
ま
わ
な
い
う
ち
に
、
同
窓
会
や
り
ま

し
ょ
う
。
幸
運
（
？
）
に
も
今
年
は
、

東
京
亀
城
会
総
会
・
懇
親
会
の
当
番
幹

事
に
あ
た
る
年
で
す
。
酒
東
五
三
回
諸

君
、
六
月
二
八
日
（
土
）
は
、
東
京
亀

城
会
総
会
・
懇
親
会
で
の
当
番
幹
事
の

役
目
を
果
し
た
後
、
午
後
四
時
頃
よ
り

田
町
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
ニ
ー
」
で
開
催
す
る
「
東
京
ゴ
ミ

の
会
（
五
三
回
）
親
睦
会
」
で
盛
り
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

五
十
六
（
い
そ
ろ
く
）
会
は
、
卒
業

以
来
五
年
毎
に
酒
田
で
開
か
れ
る
同
窓

会
に
多
数
参
加
す
る
等
強
い
結
束
を
保

っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、

仕
事
に
家
庭
に
一
番
忙
し
い
世
代
と
い

う
こ
と
も
あ
り
こ
こ
東
京
で
も
頻
繁
に

と
い
か
な
い
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
こ
の
場
を
借
り
て
東
京
亀

城
会
に
参
加
し
て
み
て
思
う
と
こ
ろ
を

同
期
だ
け
で
な
く
先
輩
・
後
輩
世
代
に

も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
同

窓
会
で
も
き
っ
と
い
え
る
こ
と
で
す

が
、「
年
齢
層
が
高
い
」。
こ
れ
は
な
か

な
か
足
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
否
め
よ
う

の
な
い
事
実
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
反
面
、

在
学
中
に
は
知
り
合
う
こ
と
の
な
か
っ

た
先
輩
・
後
輩
世
代
と
も
交
遊
を
深
め

て
い
け
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
東
京
亀
城

会
に
お
い
て
も
細
々
で
は
あ
り
ま
す
が

着
実
に
参
加
し
て
い
く
べ
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
二
の
会
は
、
昨
年
は
、
総
会
・
懇

親
会
の
幹
事
学
年
で
し
た
。
五
名
が
朝

の
一
〇
時
か
ら
の
準
備
を
手
伝
い
、
後

か
ら
の
参
加
者
も
加
え
て
、
総
勢
八
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

色
々
な
学
年
の
先
輩
・
後
輩
と
歓
談
で

き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
と

好
評
で
し
た
。
し
か
し
、
無
二
の
会
の

本
領
発
揮
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
銀
座
で

新
た
に
三
名
が
合
流
し
て
二
次
会
が
ス

タ
ー
ト
し
、
当
然
の
よ
う
に
三
次
会
に

突
入
し
、
電
車
が
終
わ
っ
た
五
人
は
四

次
会
ま
で
残
り
ま
し
た
。
四
次
会
で
は
、

そ
の
う
ち
三
人
が
寝
て
し
ま
い
、
二
人

同期会・昨日 今日

42回

絆
強
い
八
の
会菅

原
幸
夫

53回

卒
業
し
て
三
〇
年

進
藤
　
弘

56回

細
々
と
、
け
れ
ど

着
実
に

河
島
三
二

62回

こ
の
一
年

宮
本
健
一
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だ
け
が
サ
シ
で
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
過
酷
な
条
件
で
も
、
そ
の
二
人
は
、

横
に
あ
る
寝
顔
を
デ
ジ
カ
メ
で
写
し
た

り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

楽
し
い
話
と
は
対
照
的
に
悲
報
も
あ
り

ま
し
た
。
写
真
の
後
列
真
ん
中
に
写
っ

て
い
る
高
橋
俊
一
君
が
去
る
二
月
二
六

日
、
三
年
弱
に
わ
た
る
闘
病
生
活
の
末
、

他
界
さ
れ
ま
し
た
。
お
通
夜
・
告
別
式

で
は
、
遠
方
か
ら
も
多
数
の
同
級
生
が

参
列
し
、
悲
し
み
に
暮
れ
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
一
月
二
日
に
、
卒
業
二

〇
周
年
記
念
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

酒
東
職
員
を
し
て
い
る
同
期
や
地
元
在

住
の
有
志
を
中
心
に
準
備
を
し
て
頂

き
、
ル
・
ポ
ッ
ト
フ
ー
で
の
懇
親
会
に

は
約
八
〇
名
が
参
加
し
て
時
間
を
忘
れ

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
越
し
頂
い

た
恩
師
の
津
田
先
生
、
た
か
ち
ん
先
生

は
相
変
わ
ら
ず
の
現
役
っ
ぷ
り
、
再
会

し
た
同
級
生
も
外
見
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
な
が
ら
中
身
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
、
懐
か
し
さ
有
り
、
新
し
い
発
見
有

り
で
、
本
当
に
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
二
時
か
ら
の
新
校
舎
見
学

会
で
は
、
通
っ
た
当
時
の
面
影
が
少
な

く
淋
し
さ
も
感
じ
る
一
方
で
、
お
子
様

連
れ
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
で
来
て
い
た
チ
ビ

ッ
子
達
に
同
級
生
の
面
影
を
見
て
、
そ

れ
が
ま
た
新
鮮
で
し
た
。
今
年
は
東
京

亀
城
会
の
当
番
幹
事
年
に
当
た
り
ま
す

か
ら
、
六
月
二
八
日
の
総
会
＆
懇
親
会

に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
同
期
が
参
加

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。前

回
の
六
組
幹
事
か
ら
の
申
し
送
り

を
受
け
、
一
組
幹
事
が
準
備
作
業
に
入

っ
た
の
は
昨
年
の
三
月
末
。
名
簿
の
現

行
化
が
進
み
、
参
加
者
も
毎
年
増
え
て

い
る
事
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。

昨
年
一
一
月
二
六
日
、
東
京
「
ゆ
う

ぽ
う
と
」
で
の
開
催
は
小
春
日
和
に
恵

ま
れ
、
五
三
名
の
出
席
者
と
な
っ
た
。

酒
田
か
ら
長
坂
惣
一
郎
君
他
五
名
、
札

幌
、
弘
前
、
大
阪
か
ら
と
参
加
い
た
だ

い
た
。
集
ま
っ
た
面
々
か
ら
、
昨
今
の

酒
田
の
四
季

に
合
わ
せ
た

行
事
、
春
は

お
雛
様
街

道
、
夏
は
日

本
海
の
釣

り
、
冬
は
白

鳥
の
飛
来
と

雪
帽
子
を
被

っ
た
鳥
海
山

の
話
に
、
東

京
に
長
く
居

る
者
に
と
っ

て
は
久
し
振

り
の
酒
田
の
話
に
酔
い
し
れ
た
。

又
、
人
気
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
プ
ロ
級

も
出
現
。
宴
も
た
け
な
わ
二
時
間
半
と

な
っ
た
。
本
年
は
二
組
が
幹
事
で
、
既

に
酒
田
で
の
一
〇
月
末
開
催
に
向
け
て

準
備
余
念
が
な
い
と
の
こ
と
。
今
年
は

卒
業
後
五
〇
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る

だ
け
に
盛
大
な
燦
燦
会
に
な
る
の
で
は

と
期
待
が
大
き
い
。

四
六
回
卒
は
巽
会
と

称
し
て
、
毎
年
五
月
下

旬
の
土
曜
に
集
ま
っ
て

い
る
。
案
内
状
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
『
き
ょ
う
の
健
康
』

や
通
販
雑
誌
の
イ
ラ
ス

ト
、
そ
れ
に
単
行
本
の
表
紙
な
ど
で
お

な
じ
み
の
巨
匠
・
渡
部
淳
士
君
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
イ
ラ
ス
ト
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
映
写
し
、

過
去
の
記
憶
を
呼
び
戻
す
「
訓
練
」
で

盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
三
月
、
巽
会
の
礎
を
築

い
た
石
橋
潤
君
が
、
通
勤
電
車
内
で
倒

れ
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

突
然
の
こ
と
で
、
巽
会
に
重
い
空
気
が

流
れ
て
い
る
が
、
今
年
も
定
例
会
を
五

月
二
四
日
に
開
催
す
る
。

同期会・昨日 今日

63回

む
つ
み
会

森
田
美
佳

33回

東
京
燦
燦
会
遠
来
か
ら

多
数
参
加
で
盛
大
に
開
催

本
間
良
紀

46回

今
年
も
定
例
会
を

開
催
す
る
…
…丸藤

　
晋
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今
春
の
酒
東
生
の
受
験
に
お
け
る
成
果

は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
現
役
で
、
東
大

に
二
人
を
始
め
国
公
立
大
学
に
計
一
四

五
名
の
合
格
者
。
そ
の
躍
進
ぶ
り
は
某

週
刊
誌
に
も
「
東
北
―
酒
田
東
が
躍
進
」

と
と
り
あ
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
進

路
部
長
の
石
川
一
男
先
生
（
53
回
卒
）

に
、
指
導
に
関
す
る
お
話
を
伺
っ
た
。

五
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
今
年
は
素
晴
ら
し
い
結
果
で
し
た
ね
。

石
川
「
そ
う
で
す
ね
。
平
成
一
六
年
の
入

学
生
を
『
新
生
・
酒
東
』
一
期
生
と
し
て
、

新
た
な
進
学
指
導
を
進
め
て
き
た
の
で
す

が
、
二
期
生
に
あ
た
る
今
年
の
卒
業
生
は

昨
年
卒
業
し
た
一
期
生
以
上
の
結
果
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
」

―
「
新
生
・
酒
東
」
で
す
か
。

石
川
「
そ
れ
ま
で
の
数
年
間
は
学
力
低
下

と
進
学
実
績
の
低
迷
が
続
き
、
こ
れ
は
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
二
年
間
、
全
国

の
改
革
先
進
校
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
、
綿

密
な
年
間
計
画
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
の
卒
業
生
が
入
学
し
た
一
六
年

度
か
ら
『
習
慣
』
と
『
実
行
』
を
合
言
葉

に
し
た
新
た
な
指
導
体
制
と
な
り
ま
し

た
」

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
？

石
川
「
ま
ず
、
意
識
改
革
。
初
め
が
肝
心

で
す
の
で
、
入
学
時
に
『
文
武
両
道
』
の

校
風
と
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
三

年
間
の
厳
し
さ
を
覚
悟
し
て
も
ら
い
ま

す
。
四
月
入
学
式
翌
日
か
ら
宿
泊
研
修
を

行
い
、
学
習
方
法
と
生
活
習
慣
に
つ
い
て

指
導
し
、学
年
集
団
作
り
を
す
る
の
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
担
任
も
生
徒
も
意
気
が
高

ま
り
、
学
習
の
基
礎
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
生
活
指
導
の
徹
底
で
す
。
起
床
時
間
、

学
習
時
間
、
就
寝
時
間
の
固
定
化
。
一
年

間
毎
日
自
分
で
学
習
と
生
活
の
記
録
を
つ

け
さ
せ
ま
す
。
記
録
ノ
ー
ト
は
、
生
徒
自

身
の
点
検
、
反
省
、
改
善
の
ベ
ー
ス
に
な

り
ま
す
し
、
担
任
の
個
人
指
導
に
も
非
常

に
役
立
ち
ま
す
。
予
備
校
に
行
っ
た
卒
業

生
に
も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
ね
。
授
業
は
あ

る
が
監
視
す
る
人
は
い
な
い
わ
け
で
、
三

年
間
の
習
慣
の
お
か
げ
で
自
己
管
理
が
で

き
た
、
と
。

ま
た
、
時
間
だ
け
で
な
く
、
挨
拶
や
礼

儀
、
服
装
に
関
し
て
も
徹
底
し
ま
し
た
。

五
年
前
か
ら
先
生
と
生
徒
が
週
番
活
動

で
、
毎
朝
八
時
か
ら
校
門
に
立
っ
て
、
挨

拶
や
駐
輪
指
導
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
私

も
学
年
主
任
の
三
年
間
は
毎
朝
登
校
指
導

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
、

遅
刻
者
が
日
本
で
一
番
少
な
い
学
校
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
カ
ー
ト
も
ひ
ざ
丈

を
維
持
し
、
品
位
を
保
つ
こ
と
を
全
職
員

で
徹
底
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
以
前

は
市
民
や
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
酒
東
生
へ
の
風

紀
や
礼
儀
に
つ
い
て
の
苦
情
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
『
生
徒
さ
ん
た
ち
の
ス
カ
ー

ト
丈
が
い
い
ね
』『
挨
拶
等
好
感
が
持
て

る
ね
』
と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。
地

域
の
方
々
は
そ
れ
だ
け
酒
東
生
に
注
目
し

期
待
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

「
君
た
ち
は
で
き
る
！
」
効
果

―
御
自
身
の
合
格
に
繋
が
る
授
業
の
秘
訣
は

何
で
す
か
？

石
川

「
私
は
暗
示
効
果
を
よ
く
使
い
ま

す
。
別
名
『
は
っ
た
り
』
効
果
と
も
言
い

ま
す
が
（
笑
）。
生
徒
は
最
初
『
つ
い
て

い
け
る
だ
ろ
う
か
？
　
合
格
で
き
る
だ
ろ

う
か
？
』
と
不
安
を
抱
え
て
い
る
も
の
で

す
か
ら
、『
英
語
は
誰
で
も
伸
び
る
こ
と

が
で
き
る
！
必
ず
わ
か
る
よ
う
に
な
る
！

正
し
い
や
り
方
で
学
習
を
す
れ
ば
大
丈

夫
！
ま
ず
は
素
直
に
私
の
や
り
方
で
や
っ

て
み
な
さ
い
』
と
断
言
し
て
、
生
徒
に
暗

示
を
か
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
『
こ
の
先
生

に
教
わ
っ
た
ら
大
丈
夫
な
ん
だ
！
』
と
生

徒
に
思
わ
せ
る
た
め
の
教
授
上
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
必
要
で
す
が
、
生
徒
が
そ
う
思
っ

た
時
点
で
、
も
う
伸
び
る
き
っ
か
け
を
つ

か
ん
だ
と
言
え
ま
す
。

実
際
、
間
違
っ
た
学
習
方
法
で
も
が
い

て
い
る
生
徒
は
少
な
く
な
い
の
で
、
正
し

い
や
り
方
で
学
習
す
れ
ば
短
期
間
で
驚
く

ほ
ど
伸
び
る
生
徒
が
出
て
き
ま
す
。『
先

生
の
お
か
げ
で
英
語
が
伸
び
ま
し
た
。』

な
ん
て
言
っ
て
も
ら
れ
え
る
と
飛
び
上
が

っ
て
喜
び
た
く
な
り
ま
す
（
笑
）」

―
今
年
の
卒
業
生
は
入
学
時
か
ら
優
秀
だ
っ

た
の
で
す
か
？

石
川
「
ま
じ
め
で
お
と
な
し
い
学
年
で
し

た
が
、
努
力
が
結
果
に
つ
な
が
ら
ず
低
迷

し
て
い
た
の
で
、
昨
年
の
四
月
の
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
こ
う
言
い
ま
し
た
。『
君
た

ち
は
い
け
る
！
　
来
年
の
進
路
部
だ
よ
り

の
見
出
し
は
軈
結
果
を
出
し
た
一
期
生
を

超
え
た
二
期
生
軋
に
決
め
た
』
と
。
結
局

こ
の
学
年
は
生
徒
、
保
護
者
、
教
員
が
一

体
と
な
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
三
年
生
に
な

特別インタビュー

酒田東高等学校進路部長・石川一男先生に聞く

『結果を出した一期生を超えたニ期生』
インタビュアー・文／佐々木亜希子（65回）
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っ
て
か
ら
奮
起
し
て
伸
び
ま
し
た
ね
。」

セ
ン
タ
ー
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し

な
い

―
セ
ン
タ
ー
試
験
は
順
調
で
し
た
か
。

石
川
「
い
や
、
セ
ン
タ
ー
の
平
均
点
は
県

内
で
ベ
ス
ト
四
に
入
れ
ず
、
残
念
な
が
ら

い
い
結
果
と
は
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
だ
け

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
冷
静
に
出
願
指

導
を
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
セ
ン
タ
ー
で

い
い
点
数
が
と
れ
る
と
、
自
分
の
実
力
よ

り
少
し
上
の
レ
ベ
ル
の
大
学
を
狙
い
た
く

な
っ
て
二
次
試
験
で
失
敗
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
逆
に
、
多
少
セ
ン
タ
ー
が
悪

く
て
も
、
実
力
が
あ
る
生
徒
は
二
次
で
挽

回
で
き
ま
す
。
そ
の
辺
を
見
極
め
た
出
願

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
結
果
に
繋
が
っ
た
気
が

し
ま
す
。
東
北
大
は
二
二
人
受
験
し
て
一

七
人
（
合
格
率
約
七
七
％
）、
新
潟
大
は

二
六
人
受
験
し
て
二
四
人
合
格
（
同
約
九

〇
％
）
な
ど
、
驚
異
的
な
合
格
率
に
な
り

ま
し
た
」

学
力
の
低
下
と
生
徒
の
自
主
性
を

育
て
る
教
育

―
昔
と
今
の
酒
東
生
の
学
力
に
差
は
あ
り
ま

す
か
？

「
酒
東
に
入
学
し
て
く
る
生
徒
は
み
ん
な
、

素
質
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
能
力
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
入
学
時

の
全
体
的
な
学
力
は
年
々
低
下
し
つ
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
で
こ
の
く
ら
い

学
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
な
い
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
時
代
も
ト
ッ
プ
層
は
学
校
の
指

導
方
針
に
関
わ
ら
ず
自
分
で
や
れ
る
力
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
我
々
は
特
に
、
流
さ
れ
や
す
い

中
間
層
、
手
を
か
け
る
と
着
実
に
伸
び
る

こ
の
層
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
引
き
上
げ
て
、
厚

い
上
位
層
形
成
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
リ
カ
バ
リ
ー
の
必
要
な
層
は
、
ま

ず
基
礎
学
力
の
底
上
げ
を
徹
底
し
ま
す
。

よ
く
『
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
る
べ
き
』

と
言
う
教
師
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
教
育

を
放
棄
す
る
の
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
監
督
や
コ
ー
チ
な

し
で
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
も
一
流
選
手
も
や

っ
て
い
け
ま
せ
ん
。教
師
の
役
割
も
同
じ
。

一
年
か
ら
し
っ
か
り
生
活
習
慣
、
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
、
二
年
で
や
っ
と
少
し
自

主
性
が
で
き
て
、
三
年
で
上
昇
気
流
に
乗

れ
る
。
頑
張
っ
て
一
つ
困
難
を
乗
り
越
え

る
事
を
知
っ
た
ら
、
次
々
と
乗
り
越
え
ら

れ
る
の
で
す
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生

徒
は
途
中
で
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
乗
り

越
え
る
力
を
つ
け
て
い
く
指
導
は
、
勉
学

に
お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
」

―
進
路
指
導
に
関
し
て
は
ご
自
身
で
希
望
な

さ
っ
た
の
で
す
か
？

石
川
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
時
に

『
私
に
や
ら
せ
て
下
さ
い
』
と
手
を
挙
げ

ま
し
た
。
だ
め
だ
っ
た
ら
責
任
を
と
る
覚

悟
で
し
た
。
徐
々
に
結
果
も
出
て
き
て
、

現
在
は
全
国
の
高
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
視

察
が
来
ま
す
し
、
東
北
の
進
学
校
の
中
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
二
六
年
教
師
を
や
っ
て

き
て
、
こ
の
四
年
間
が
一
番
充
実
し
て
い

ま
す
ね
。」

一
生
懸
命
や
る
こ
と
で
天
職
が

―
ま
さ
に
天
職
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
も

と
も
と
教
師
志
望
で
い
ら
し
た
の
で
す
か
？

石
川
「
い
え
。
俳
優
と
か
歌
手
に
な
り
た

か
っ
た
ん
で
す
よ
…
…
（
笑
）。
京
都
の

大
学
を
出
て
か
ら
東
京
で
ふ
ら
ふ
ら
し
て

い
る
時
に
、
母
か
ら
『
酒
田
の
Ｋ
校
で
講

師
の
募
集
が
あ
っ
が
ら
帰
っ
て
来
い
』
と

い
う
連
絡
が
あ
っ
て
。
そ
れ
が
引
っ
越
し

先
に
荷
物
が
届
い
た
ば
か
り
の
日
で
し
た

か
ら
、
新
し
い
ア
パ
ー
ト
に
一
泊
も
せ
ず

酒
田
に
帰
っ
た
ん
で
す
よ
。

Ｋ
校
で
の
新
米
講
師
生
活
は
衝
撃
的
で

し
た
。毎
日
が
生
徒
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い
。

で
も
、
不
思
議
と
面
白
く
な
い
と
か
や
め

た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
の

後
の
勤
務
が
女
子
高
時
代
の
Ｗ
校
で
、
ま

さ
に
天
国
で
し
た
。
一
生
の
う
ち
で
あ
れ

ほ
ど
モ
テ
た
時
期
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

弁
当
を
作
っ
て
き
て
く
れ
る
女
子
生
徒
が

何
人
も
…
…
。
最
初
に
Ｗ
校
で
そ
の
後
Ｋ

校
勤
務
だ
っ
た
ら
、
今
頃
教
師
を
や
っ
て

い
ま
せ
ん
ね
、
多
分
。
英
文
科
に
行
っ
た

の
だ
か
ら
教
職
の
免
許
は
一
応
取
り
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
自
分
の
母
校
で
教
師
を
す

る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

―
面
白
い
も
の
で
す
ね
。

石
川
「
考
え
て
み
た
ら
、
七
〇
〇
人
の
前

で
話
し
、
そ
の
全
員
が
お
と
な
し
く
自
分

の
話
を
聴
い
て
く
れ
る
職
業
は
ま
ず
な
い

で
す
よ
。
役
者
や
歌
手
以
上
か
も
（
笑
）。

生
徒
の
前
で
強
面
を
演
じ
る
な
ど
、
教
師

は
役
者
で
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
場
面
も
あ

り
ま
す
。
わ
り
と
こ
の
職
に
向
い
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、
教
員
に
な

り
た
く
て
な
っ
た
若
い
人
ほ
ど
壁
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。『
○
く
ん

と
○
く
ん
が
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
』
と

か
。
と
い
う
こ
と
は
他
の
三
八
人
が
あ
な

た
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

だ
か
ら
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
！
と
思
う
の

で
す
け
ど
、
生
徒
全
員
に
好
か
れ
た
い
と

思
う
か
ら
悩
む
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
は
こ
う
話
し
ま
す
。
教
師
は
嫌
わ

れ
て
も
い
い
、
信
頼
さ
れ
れ
ば
い
い
、

『
あ
い
つ
の
こ
と
は
嫌
い
だ
け
ど
言
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
な
い
』
っ
て
」

―
生
徒
た
ち
に
、
進
学
後
の
進
路
、
職
業
に

関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
？

石
川
「
あ
ま
り
、
自
分
に
は
こ
れ
し
か
な

い
、
と
固
執
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
で
き
る

人
は
楽
し
く
や
っ
て
成
果
を
出
す
、
や
れ

な
い
人
、
こ
れ
は
自
分
に
は
合
わ
な
い
か

ら
と
途
中
で
や
め
る
人
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
同
じ
だ
と
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
場
所
で

も
『
こ
の
人
と
仕
事
を
す
る
と
楽
し
い
』

と
言
わ
れ
る
人
に
な
る
と
い
い
ぞ
、
と
」

―
今
後
の
卒
業
生
た
ち
の
成
長
も
楽
し
み
で

す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
川
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
た
め
の
二
年
間
の
視
察
、
毎
年
の
宿

泊
研
修
等
は
、
同
窓
会
か
ら
の
援
助
の
お

か
げ
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」

特別インタビュー
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◆
酒
東
柔
道
部

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会

会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

東
京
支
部
Ｏ

Ｂ
会
は
毎
年
盛

大
に
行
っ
て
い

る
わ
け
で
す

が
、
集
ま
れ
ば

昔
の
懐
か
し
い

話
が
飛
び
交
い

青
春
時
代
の
よ

い
思
い
出
に
今

で
も
花
が
咲
き
ま
す
。

年
の
離
れ
た
先
輩
や
後
輩
た
ち
と
当

時
の
稽
古
後
の
会
話
の
様
子
な
ど
を
、

自
分
の
思
い
と
と
も
に
今
回
は
詞
に
し

て
み
ま
し
た
。

一
　
親
に
貰
っ
た
　
命
が
ひ
と
つ

年
の
離
れ
た
　
先
輩
た
ち
と

共
に
歩
い
た
　
幾
年
月
か

辛
い
時
に
は
　
な
ぐ
さ
め
合
っ
て

語
り
あ
か
し
た
　
武
道
場

俺
た
ち
誇
り
の
　
酒
東
柔
道
部

二
　
今
は
何
に
も
　
見
え
な
い
け
れ
ど

い
つ
か
役
立
つ
　
お
ま
え
と
俺
が

力
を
あ
わ
せ
て
　
山
坂
を

上
り
下
り
は
　
ど
こ
に
も
あ
る
さ

辛
抱
我
慢
を
　
分
か
ち
合
い

俺
た
ち
誇
り
の
　
酒
東
柔
道
部

三
　
今
日
も
明
日
も
　
夢
追
う
身
が
ら

人
は
こ
の
世
に
　
生
き
て
る
限
り

花
を
咲
か
せ
る
　
そ
の
日
ま
で

故
郷
の
訛
は
　
心
の
支
え

こ
れ
が
俺
ら
の
　
門
出
節

俺
た
ち
誇
り
の
　
酒
東
柔
道
部

◆
第
二
九
回
東
京
亀
城
会

ゴ
ル
フ
顛
末
記

澁
谷
英
夫
（
43
回
）

平
成
二
〇
年
三
月
六
日
（
木
）
に
開

催
致
し
ま
し
た
。
当
日
の
天
気
予
報
は

曇
り
で
し
た
が
、
参
加
者
の
心
掛
け
が

良
く
、
晴
れ
。

と
こ
ろ
が
、
参
加
予
定
の
一
名
が
集

合
時
間
を
過
ぎ
て
も
現
れ
ず
、
事
件
か

と
心
配
で
、
彼
の
勤
務
先
に
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、
何
と
あ
ろ
う
事
か
、
休
暇
を

取
っ
て
海
外
旅
行
中
と
の
事
。
こ
れ
で

は
現
れ
る
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
総
勢
一
二
名
、
四
組
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
の
春
の

大
会
は
参
加
申
込
者
が
五
名
と
少
な

く
、
開
催
中
止
。
そ
れ
に
比
べ
、
今
回

は
盛
況
な
コ
ン
ペ
と
相
成
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
深
く
感
謝
。

結
果
は
、
強
風
を
物
と
も
せ
ず
、
三

一
期
の
阿
部
勇
揮
さ
ん
が
初
め
て
の
優

勝
。
二
位
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
四
の

四
四
期
の
遠
藤
功
さ
ん
、
流
石
で
す
。

三
位
は
我
同
期
、
四
三
期
の
星
野
美
津

子
さ
ん
の
ご
子
息
、
星
野
知
也
さ
ん
。

最
高
齢
、
一
六
期
の
越
後
谷
悦
郎
先
生

は
健
闘
し
七
位
。
優
勝
回
数
最
多
の
三

一
期
の
鈴
木
藤
男
さ
ん
は
、
不
調
で
五

位
に
留
ま
り
ま
し
た
。

さ
て
、
次
回
の
開
催
は
平
成
二
〇
年

一
一
月
六
日
（
木
）、
奮
っ
て
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

四
〇
期
の
土
門
直
さ
ん
、
初
参
加
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
三
期
の
中
村
さ
ん
、
今
度
は
日
に

ち
を
お
間
違
い
な
く
。

◆
北
前
ク
ラ
ブ
（「
故
郷
も
の

創
り
」
の
再
生
を
願
う
故
郷
応

援
団
）
結
成

北
前
ク
ラ
ブ
代
表
・
本
間
国
義
（
35
回
）

活
気
の
戻
っ
て
き
た
都
市
部
と
は
対

照
的
に
、
今
故
郷
は
老
齢
化
し
、
活
力

を
失
っ
て
い
ま
す
。
若
者
を
故
郷
に
呼

び
戻
す
、
夢
の
あ
る
「
も
の
創
り
の
種
」

を
「
見
つ
け
出
す
」、
あ
る
い
は
「
編

み
出
す
」
こ
と
が
、
故
郷
再
生
の
出
発

点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の

高
度
成
長
を
担
っ
て
き
た
諸
先
輩
や
研

究
者
、
開
発
者
、
技
術
者
、
匠
、
職
人

の
皆
さ
ん
が
、
故
郷
に
ふ
さ
わ
し
い

「
も
の
創
り
」
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン

に
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
た

ら
、
必
ず
素
晴
ら
し
い
「
種
」
が
見
つ

か
り
ま
す
。

北
前
ク
ラ
ブ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
サ
イ
ト「am

idasu.com

」

を
運
営
い
た
し
ま
す
。

○
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
大
部
屋
）
で
は
、

特
別
会
員
の
基
調
提
言
や
、
自
由
な

テ
ー
マ
で
会
員
の
意
見
発
表
、
質
疑

応
答
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
テ
ー
マ
別
「
ブ
ー
ス
」
で
の
相
棒

も
探
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
ブ
ー
ス
」（
小
部
屋
）
で
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
、
防
災
と
い
っ

た
　
テ
ー
マ
に
別
れ
、
新
技
術
や
新

商
品
開
発
を
意
識
し
た
具
体
的
提
案

や
、
質
疑
等
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

○
「
ラ
ボ
」（
実
験
室
）
は
、
い
わ
ば

「
商
品
化
研
究
室
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
、「
ブ
ー
ス
」
会
員
に
加
え
、
必

要
に
応
じ
　
メ
ー
カ
ー
や
専
門
家
等

の
参
加
も
仰
ぎ
、「
新
商
品
」
の
誕

生
を
め
ざ
し
ま
す
。

現
在
、
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
。

亀城人往来

江戸時代から明治中期まで「北前船」
が「物流の雄」として日本の海を闊歩
した。幕藩体制によって分断された、
近世日本の各地に寄港し、「情報発信」
あるいは「文化や経済の攪拌」の役割
を果たし、日本のアイデンティティー
醸成ひいては日本の迅速な近代化にも
貢献した。「北前船」に敬意と感謝。
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Ｈ
Ｐ：

「am
idasu.com

」
に
入
ら
れ

ま
し
た
ら
、
会
員
申
込
フ
ォ
ー
ム
入
力

後
入
力
確
認
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ

い
。
入
会
金
等
の
ご
負
担
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
様
の
知
恵
と
経
験
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

◆
巡
礼
の
よ
う
な

木
山
　
潔
（
36
回
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
旅
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
演
劇
の
巡
業
で
年
五

〇
日
ほ
ど
全
国
津
々
浦
々
を
回
っ
て
い

る
。
と
き
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
モ
ス

ク
ワ
な
ど
海
外
に
も
出
掛
け
る
。
こ
の

春
は
「
出
番
を
待
ち
な
が
ら
」
と
い
う

芝
居
と
と
も
に
、
四
国
〜
近
畿
一
円
を

回
っ
た
。
各
地
の
お
客
さ
ま
と
感
動
を

分
か
ち
合
い
、
再
び
の
出
会
い
を
願
い

な
が
ら
の
旅
は
、
あ
た
か
も
「
巡
礼
」

の
よ
う
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
。

こ
の
「
出
番
を
待
ち
な
が
ら
」
は
、

引
退
し
た
女
優
た
ち
の
慈
善
ホ
ー
ム
で

の
生
活
を
描
い
た
作
品
な
の
で
、
高
齢

の
お
客
さ
ま
に
は
共
感
を
も
っ
て
迎
え

ら
れ
た
。
出
演
者
も
実
力
の
あ
る
ベ
テ

ラ
ン
女
優
ば
か
り
、
彼
女
た
ち
の
個
性

的
で
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
な
俳
優
人
生
は

下
支
え
に
な
っ
て
い
て
、
舞
台
に
滋
味

と
コ
ク
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
舞
台
は
、

多
く
の
「
優
し
さ
」
を
求
め
る
人
た
ち

に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

◆
佐
藤
輝
（
39
回
）
氏
　

七
月
新
橋
演
舞
場『
お
し
ん
』、

い
か
だ
師
・
定
次
役
で
! !

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
外

国
で
も
大
評
判
に
な
っ
た
『
お
し
ん
』

が
、
八
年
ぶ
り
に
舞
台
化
さ
れ
、
七
月

四
日
〜
二
七
日
新
橋
演
舞
場
で
公
演
さ

れ
る
。
佐
藤
輝
氏
は
、
お
し
ん
を
最
上

川
の
い
か
だ
に
乗
せ
奉
公
先
に
連
れ
て

行
き
、
そ
の
後
も
苦
労
し
て
い
る
お
し

ん
を
慰
め
支
え
る
、
い
か
だ
師
・
定
次

を
演
じ
る
。
今
回
の
公
演
に
向
け
て
橋

田
壽
賀
子
氏
が
台
本
を
全
面
書
き
換
え

し
、
子
役
の
お
し
ん
を
支
え
る
定
次
の

役
が
大
き
く
な
っ
た
。

出
演
は
、
成
長
し
た
お
し
ん
に
小
林

綾
子
、
母
親
・
ふ
じ
に
長
山
藍
子
、
父

親
・
作
造
に
前
田
吟
、
祖
母
・
な
か
が

赤
木
春
恵
、
女
中
つ
ね
・
東
て
る
美
、

加
賀
屋
く
に
・
山
本
陽
子
、
加
賀
屋
清

太
郎
・
堤
大
二
郎
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

奈
良
岡
朋
子
な
ど
豪
華
キ
ャ
ス
ト
。

入
場
券
ご
希
望
の
方
は
、

チ
ケ
ッ
ト
ホ
ン
松
竹

（
〇
三
―
五
五
六
五
―
六
〇
〇
〇
）ま
で
。

◆
旧
・
荘
内
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

昨
年
か
ら
工
事
を
行
っ
て
い
た
旧
・

荘
内
館
は
、
財
団
法
人
や
ま
が
た
育
英

会
「
駒
込
学
生
会
館
男
子
寮
」
と
し

て
生
ま
れ
代
わ
り
、
こ
の
四
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
食
堂
の
壁
を
取
り
払

う
と
、
四
〇
〜
五
〇
人
で
の
会
議
も
可

能
で
、
四
月
一
九
日
拡
大
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
は
会
務
執
行
理
事

会
も
同
会
館
で
随
時
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。

亀城人往来

『出番を待ちながら』
左より　堀内美希、加藤土代子、川口敦子、磯貝 誠、
大方斐紗子、新井純 （撮影＝鶴田照夫）

拡大理事会後、会館を背景にして記念撮影 「駒込学生会館」の入り口
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ふるさと発

東
京
三
四
会

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校

有
志
一
同

◇小林温泉改装オープン！
静かな山あいの豊かな自然に囲まれ
た「小林温泉」が、今年１月に改装オ
ープンしました。浴室や脱衣所を広く
きれいに改装し、二つある浴室の一方
からは、樹齢800年といわれる市指定天
然記念物「小林不動杉」を望むことが
できるようになりました。
美肌の湯としても知られるこの小林
温泉は、泉質の良さはもちろんのこと、
地元で採れる豊富な山の幸を使った昔
ながらの手料理も大きな魅力の一つで
す。春はゼンマイやウド、秋はアケビ
やキノコなど、四季折々のふるさとの
味を楽しむことができます。
また、小林温泉近くには、酒田市の
水源「田沢川ダム」や江戸時代に建て
られた市指定文化財「旧阿部家」、「眺
海の森ピクニックランド」などもあり
ます。ぜひご家族でおいでください。
（平田総合支所地域振興課地域振興係　加藤千
佳子）

平
田

◇ふるさとの学び舎は、いま
昭和４年、昭和大恐慌の始まりの年
に私立松嶺幼稚舎として誕生した保育
所朝日園は、「教育のまち松山」の象徴
として、多くの松山っ子を小学校に送
り出してきました。間もなく、松山地
区三保育所の統合保育園として、現在
の支所庁舎の場所に整備されます。
平成19年度には、創立100周年を迎え
た内郷小学校の校舎が新設されました
し、旧松山里仁館高校の校舎を活用し
た生涯学習施設里仁館には、年間２万
人を超える利用者が学習のために集っ
て来ます。また、母校の酒田東高校も
新校舎が竣工しました。
学び舎は、時代とともに新しく生ま
れ変わっていきますが、自らの存在証
明ともいうべき“思い出の品”が、そ
のどこかに息づいているのを発見でき
るかもしれません。是非、一度お立ち
寄りになってみませんか。

（酒田市松山総合支所長　後藤　吉史）

松
山

◇支所庁舎、44年の歴史に幕
昭和39年に町政施行10周年記念事業
として建築された八幡町役場庁舎（現
酒田市八幡総合支所）が、今年８月を
もって44年の歴史に幕を閉じます。旧
八幡町では中央公民館の老朽化と芸術
文化の振興のため文化センター構想を
立てていましたが、合併話で休止され
ていました。このたび、総合支所部門
と公民館部門を合わせた「八幡タウン
センター（仮称）」が、21年度末完成の
予定で、現総合支所を解体した跡に建
設されます。
新しい建物の構想としては、高齢者
等に配慮し平屋建てとしたこと。ステ
ージつきのホールと遮音に配慮した部
屋があること。図書室やロビーが広く
取られたことなどです。八幡地域の賑
わい創出の役割を十分に果たしてくれ
る施設として期待されています。

（後藤登喜男支所長）

八
幡

東
京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校 会

長

金

山

義

雄

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

里
仁
館
周
辺
の
桜
並
木
は
４
月

16
日
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

酒田市大町6-12 TEL0234-26-6868
URL http：// www.hayashikensetsu.co.jp /

林建設工業株式会社　住宅部

～ 暮らしを考えた、住まいづくり ～

～家族の生活空間である
『住まい』を大切に～

カムホームは、お客様毎の

暮らしの夢や現在の住まい

の課題を基に新しい住まい

づくりをお手伝いします。
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ふるさと発

一階は、北前船でにぎわっていた
時代を中心とした展示室です。酒田
商人の心意気を中心とした展示や酒
田を訪れた竹久夢二をはじめとする
文人墨客にちなんだ展示などがあり
ます。二階は、料亭時代は披露宴会
場に使われたほどの大広間で、折りあ
げ格天井は格式の高さが感じられま
す。
また、館内には鵜渡川原人形の絵付
け体験や近年話題となっている「傘福」
など、市民と観光客が触れ合うことの
できるコーナーも準備されています。
傘福は子供たちの健やかな成長を願
い、動物や果物をかたどった布製の和
細工を傘につるした風習でしたが、い
つの間にか忘れ去られていました。そ
れを本市の女性たちが中心となって復
活させたものです。山王くらぶは傘福
の展示主会場として、毎年３月に催さ
れる「庄内雛街道」の季節には多くの
来訪者でにぎわっています。
ぜひ、ご来訪いただき、料亭文化が花
開いた往時の雰囲気を感じていただけ
ればと思います。

（酒田市総務部長　松本恭博　42回）

酒
田

「山王くらぶ」オープン
４月20日、「山王くらぶ」が本市の

新たな観光拠点として生まれ変わり
ました。旧山王くらぶは、明治28年
に日吉町（旧台町）に建設された料
亭ですが、110年余の歳月を経た平成
17年に酒田市に寄贈されました。こ
の建物は、本市で一、二の格式を誇
った老舗料亭にふさわしく、外観も
雅趣に富んだデザインとなっていま
す。
各部屋の飾り障子や襖の引き手な

どは非常に意匠性に富んだつくりと
なっており、技巧的にも優れたもの
です。このようなことから、国の登
録有形文化財にも登録されています。
寄贈を受けた本市では、皆様から

建築意匠の素晴らしさをご覧いただ
きたいと考え、整備改修は必要最小
限に留め一般公開することにしまし
た。

☆電話新設＆ＨＰ☆
●この4月に、東京亀城会専用電話を設置しま
した。元木法律事務所から転送し、事務局
で受けることになりました。

03-3567-2728 です。
お気軽におかけください。

●東京亀城会のホームページをリニューアル
しました。
画像のアップが簡単にできるようになりま
した。総会やイベントなどの告知や情報を、
リアルタイムに近い形でお届けします。
なお、アドレスの変更はありませんが次の
とおりです。
東京亀城会ホームページ：

http://kijokai.net
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平成20年度総会・懇親会

式次第予定

（12：00～15：00）

◆第1部総会

平成19年度事業報告

平成19年度決算報告

平成19年度監査報告

平成20年度事業案

平成20年度予算案

人事案

◆第2部懇親会

ジプシー音楽と踊り

喜寿のお祝い

会旗引継

応援歌合唱

校歌斉唱
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平成20年度総会・懇親会のご案内

今
年
の
総
会
は
末
尾
に
「
三
」
の
つ

く
卒
業
年
度
が
当
番
幹
事
で
す
。
今
年

の
総
会
は
音
楽
な
ど
を
入
れ
て
少
し
賑

や
か
に
し
よ
う
と
考
え
て
ま
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
会
場
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
来

年
は
も
う
結
構
で
す
と
言
わ
れ
る
か
も
。

楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
。

最
近
、
東
京
亀
城
会
の
存
在
意
義
的

な
こ
と
を
同
志
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、

結
論
と
し
て
、
こ
の
会
は
絶
対
に
必
要

な
も
の
で
、
ま
た
、
絶
対
に
無
く
な
る

こ
と
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
学
び
舎
へ
の
思
い
は
消

え
る
も
の
で
な
く
、
い
つ
の
日
か
母
校

の
集
ま
り
に
行
き
た
い
な
あ
と
思
っ
た

時
に
、
そ
こ
に
「
あ
る
」
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
皆
で
維
持
し
続
け
、

ま
た
、
常
に
そ
の
存
在
を
知
ら
せ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
会
報
で

あ
り
、
人
集
め
で
あ
り
、
こ
の
度
の
総

会
の
意
義
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
特
に
若
い
会
員
を
ど
の
よ
う

に
増
や
す
か
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
当
番
幹
事
33
回
相
川
俊
明
）
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自然と友に。

セイコーエプソングループは

企業活動と地球環境との調和をめざし、

高い目標の環境保全に積極的に取り組み、

良き企業市民としての

社会的責任を果たしていきます。

酒田市十里塚166-3 1（0234）31-3131㈹
http://www.epson.jp/tohokuepson/
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に
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我
ら
が
集
う

山

麓

会

予算書に記載のとお
り、総費用が1,299,900
円で、昨年度は875,600
円のご寄付をいただき
ました。

☆
お
知
ら
せ
と
お
願
い
☆

ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
「
緞
帳
」
が
昨
年
夏
に
完
成
し
、

昨
年
一
一
月
に
母
校
か
ら
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
さ
れ
た

方
々
と
、
昨
年
度
会
費
納
入
者
は
今

年
度
の
「
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
」

の
裏
面
に
記
載
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三

分
の
一
程
度
が
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、

今
年
も
ご
寄
付
を
募
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


